学級活動(２)学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年6月17日（金）２校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年4組　男子18名 女子18名 合計36名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　山城　マサエ

１　題材　「やる気・元気がでる噛むかむ作戦」　学級活動(２)　カ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成

２　指導のねらい

1 　内科検診の事前指導として、自分の健康に興味・感心をもち、健康な体を維持するのに大切なことについて考えることができる。
2 食事の仕方を振り返り、よく噛んで食べることを意識することができる。

３　展開
	
	児童の活動
	指導上の留意点（資料）
	目指す児童の姿と評価方法･
■ＰＡの効果

	導入

展

開
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	１　ＰＡでウォーミングアップ
　・手拍子がそろうための工夫を話し合う
２　内科検診が必要な理由について考える

３　「かむ」ことと、健康維持について知る。

４　・ワークシートを家に持ち帰り、

「ごはん」を１０回かむと、４０回かむのちがいを比べ、わかったことを記入する。
・「努力すべきこと」を決める。


	・前時のPA「ビート」をさせる。
・手拍子がそろう工夫を話し合いさせ、みんなで解決していく雰囲気をつくる。
・「かむ」作戦を実行するといい効果があることをクイズ形式で考えさせる。

（解答をイラストで説明）

・かむことは、消化吸収を助け、肥満の予防、脳の発達などに関係し健康な体をつくるために欠かせないことを知らせる。
・短学活の時間内でワークシートの課題について説明し、宿題として取り組ます。

・後日、数名のワークシートを紹介する。


	PA：ビート■チームワーク･課題解決
・気持ちを合わせることの大切さと楽しさを体感する。
・最後の手拍子が決まる達成感を味わう
（次回人数を増やし難度をあげる）
・自分でできる健康維持のひとつに「よくかむ」は効果があることを意識する。
【知識・理解】

（ワークシート、給食時間の観察）

・よくかむことについて、自分で確かめることで、今後の食生活で意識するようになる。
【関心・意欲】【技能・表現】




